
 

映画みたいに生きてみよう 
BEAMS WOMEN’S 秋冬キャンペーン 

「LIFE AS CINEMA」 
 

11月から「バッグ×映画」をテーマにした 
プレゼントキャンペーンをスタート！ 
特設ウェブサイトでは、高木正勝氏の 

オリジナルサウンドトラックなど、コンテンツを更新して継続中 
http://www.beamswomens.jp 
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 株式会社ビームス（本社：東京都新宿区北新宿、代表：設楽洋）は、ウィメンズの秋冬キャンペーン「LIFE AS CINEMA」 
を9月から12月まで開催しています。 

 

 今年の春にスタートした「ビームス ウィメンズ」キャンペーンは、自社の多様なウィメンズスタイルを総称し、ビームスが
考える輝く女性像を光（beam）の集積体である虹に象徴させたグラフィックで展開しています。秋冬バージョンでは、 

お気に入りのアイテムとの出会いを、映画を観るドキドキ感に例え、各レーベルの世界観を架空の映画に見立てた 

コンテンツを制作しました。 

 9月にスタートしたキャンペーンの第1弾では、「靴×映画」を

テーマにしたエキシビジョンを店舗で開催し、特設ウェブサイト
では、ビームスがおすすめする映画それぞれのストーリーイ
メージに合う靴を紹介する「あの映画みたいに生きる50の靴」
などのコンテンツを公開中です。 
 
 11月からは「バッグ×映画」がテーマです。ビームスの店舗で

バッグ（ウィメンズ）をご購入頂くと、その中には、人生がちょっと
楽しくなる「映画の言葉カード」が入っています。さらに「あたり
チップ」が入っていると、「LIFE AS CINEMA」 オリジナルチャーム

ブレスレットがもらえる、「フォーチュン・バッグ」企画が始まりま
す。また、特設ウェブサイト未公開の楽曲が収録された、高木
正勝氏のオリジナルサウンドトラックCDのプレゼントなど、いつ
ものお買い物がちょっと楽しくなる仕掛けを順次展開します。 

http:///
http://www.beamswomens.jp/
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フォーチュン・バッグ企画について 
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全国のビームスのウィメンズ各店舗でバッグをご購入
頂くと、まるでフォーチュン・クッキーのように、バッグ
の中に映画の言葉が書かれたカードが封入されてい
ます。カードには人生がちょっと楽しくなるような映画
の有名なセリフが書かれています。 

 

さらに、カードと一緒に「あたりチップ」が入っていた方
へは「LIFE AS CINEMA」オリジナルチャームブレスレッ
トをプレゼントします。 

特設ウェブサイト 

ビームスのウィメンズの多様な世界観をそれぞれ架空の映画のワンシーンとして表現しました。写真家のキクマ
ヤスナリ氏が撮影した美しい写真に乗せた、映画「おおかみこどもの雨と雪」の音楽を手掛けた高木正勝氏が制
作した個性豊かなサウンドトラックと、新しく更新した映画のセリフのような言葉を、特設ウェブサイトで無料ダウン
ロード頂けます。 

また、靴と映画作品を結び付けて紹介する「あの映画みたいに生きる50の靴」も引き続き公開しています。 

「LIFE AS CINEMA」サウンドトラック 「あの映画みたいに生きる50の靴」 

オリジナルサウンドトラック 

11月30日より、全国のビームスのウィメンズ各店舗で1万円以上を 

購入されたお客様に、映画「おおかみこどもの雨と雪」の音楽を手掛けた
高木正勝氏が制作する「LIFE AS CINEMA」のオリジナルサウンド 

トラックに未公開楽曲を収録したCDをプレゼントします。 

 

なお、11月下旬には高木さんの独占インタビューを、ビームス公式ウェブ 

サイト（www.beams.co.jp）で公開予定です。お楽しみに！ 

【オリジナルサウンドトラックCDジャケット】 



 

1976年、東京・原宿に6.5坪の第1号店をオープン。ファッションとライフスタイルにまつわるあらゆる物を世界中か
ら仕入れ提案する、セレクトショップの先駆けとして成長してきました。現在では日本と香港に約120店舗を展開し、
国内外のブランドとオリジナルブランドで構成する幅広い取り揃えで、全ての年齢層の男女に愛されています。 

ビームスについて 
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クリエーター陣 

高崎 卓馬 Takuma Takasaki（クリエイティブディレクター） 
 
1969年福岡県生まれ。早稲田大学法学部卒業後、電通入社。 
現在、電通コミュニケーションデザインセンター クリエイティブディレクター。 
話題の企業広告を多数手がける一方で、2009年公開の映画『ホノカア ボーイ』では 
脚本•プロデュースを担当、また読売新聞において連載小説の執筆など多彩な活動で注目される。 

石井 原 Gen Ishii（アートディレクター） 
 
1969年生まれ。博報堂／ HAKUHODO DESIGNを経て2005年＜風とバラッド＞に参加。 
2011年、クリエイティブカンパニー＜ネアンデルタール＞を設立。 
東京ADC賞、朝日広告賞、毎日広告デザイン賞最高賞、日経広告賞、JR東日本ポスターグランプリ、 
NYフェスティバル グランプリ、クリエイターオブザイヤー特別賞等受賞。 

キクマ ヤスナリ  Yasunari Kikuma （フォトグラファー） 
 
1981年静岡県生まれ。2002年に渡仏し、独学で写真を始める。 
数々の広告や雑誌をはじめ、有名アーティストのCDジャケットの撮影等も手掛ける。 

高木正勝 Masakatsu Takagi（音楽家） 
 
1979年京都府生まれ。 
美術館での展覧会や世界各地でのコンサートなど、多様な活動展開をしている。 
2009年のNewsweek日本版では「世界が尊敬する日本人100人」の１人に選ばれる。 
今年夏公開「おおかみこどもの雨と雪」では劇中音楽と主題歌を手掛ける。 
音楽制作は勿論、映像制作や演出、企業との共同制作なども行い、世界的に注目を集めるアーティストである。 


